
令和4年度 応急危険度判定防災訓練 意見対応一覧
no. ご意見 対応概要

1
判定員分(5名分)の備品バックがない 2人１チームとして活動していただくため、リュックは「2人で１つ」として配備してお

ります。
リュックに「2人で１つ」使用の旨表示します。

2
備品リスト、 リュックの中身確認のcheck表が欲しい（3つ地区支部からご意見
がありました）

判定資機材リストを作成の上、順次リュックに配備します。
リュック内のファイル内側に貼り付ける予定です。

3 応急危険度判定用ポストが片方のリュックにのみ入っていましたが、問題ありませ
んか？（No.178には入っていませんでした。）

すべてのリュックに応急危険度判定用ポストを配備します。

4 リュックに懐中電灯がなかったのであると助かります。
防災倉庫内での保管中に乾電池の液漏れ等が生じ、判定作業時に使用でき
ない恐れがあるため、大変恐縮ですが、各自ご持参いただくようご協力をお願い
いたします。

5 備品破損有り(テストハンマー) 破損した資機材は交換します。

6
備品で緊急用ヘルメットが必要 参集場所までの安全を確保するため、各自ご用意いただくようご協力をお願い

いたします。

7
建物情報は票に先に記入しておいて欲しいです。
判定調査表で事前に分かることは記入しておきたいです。
整理番号や建築物番号が分かりませんでした。

調査票の内、「整理番号」及び「建築物概要（建築物名称を除く））」は記
入不要とします。
調査票に上記が分かるよう順次記載いたします。

8
判定手帳も入れていただきたい 判定士手帳は静岡県で管理しており、各判定士にすでに配布したもの以外は

原則配布しないとのことのため、各自ご持参いただくようご協力をお願いいたしま
す。

9
図面が大雑把過ぎます。柱の位置のある図面があるとスムーズです。
欲を言えば予め、調査対象となる柱の位置を把握しておきたいです。

10 当該建物の図面が、現状と異なる

資
機
材
関
係

各建物の現状の平面図等を配備できるよう準備を進めます。

別 紙



no. ご意見 対応概要

11

配置されている判定士が4人以上の場合、1チーム目が出発した後2チーム目
が参集した際に連絡が取り合えないと、どの施設から判定を始めればよいか分か
らない。

2チーム目以降が目安とできるよう、先に出発するチームが、「判定開始時間」と
「回る予定の順番」を記入するカードを各リュックに順次配備（リュックの外側に
付ける）します。

【参考例】判定開始時に下図の●部分をご記入いただく。

12

SUNPUシステムとは何ですか？ SUNPUシステムとは、静岡市の職員間で災害情報を共有するシステムのことで
す。
大規模地震発災時には、判定士のみなさまから地区支部員へお渡しいただく
連絡票（「判定開始」と「判定結果」）をこのシステムに地区支部員が登録
し、市職員が情報共有します。
発災から2時間経過しても「判定開始」の連絡票がこのシステムで確認できない
地区支部には、建築対策支部（各区に設置）に参集することとなっている判
定士を派遣する計画としています。

そ
の
他

○○地区支部（○チーム目）
判定開始時間 ●●：●●
回る予定の順番（表の左側に番号を記入して下さい）

施設名

施設名

施設名

施設名



no. ご意見 対応概要

13
マニュアルを事前に欲しいです。 今回の通知に実施要領（市に登録していただいた当初にお送りしたものから一

部更新しております）を同封させていただきました。

14

人員の増加をお願いします。 毎年、応急危険度判定士の講習会の際、呼びかけ（募集チラシの配布）をし
ておりますが、新規協力者が増えない状況です。（市ホームページでは常時募
集中）
今後、改めて人員増加に向けた働きかけを行いますが、お知り合いの判定士さ
んへの参加の声かけについてご協力をお願いいたします。

15 本日の訓練も含め市対応が遅い。

16

・判定員としての参加は初めてでしたが、リュックの場所や中身の確認ができて良
かったです。
・他の判定員の方の参加が無かったので顔合わせ出来ませんでしたが、今後繋
がりが持てればと思います。

17 今回の参加で流れが分かりました。

そ
の
他 今後も引き続き防災訓練を実施できるよう計画していきますので、またご意見等

ございましたらご連絡くださいますようご協力をお願いいたします。


